
2. 経営改善に向けた今後の努力目標（項目別）

	悪    化    要    因    等

(該当項目を○で囲む。適切な項目が

      ない場合は、その他に記載して下さい）
	左記問題点を踏まえた改善策（効果と時期を明示）

	
	改善策及びその効果
	取組時期

	１  経営全般

  イ  既存の製・商品、技術等の競争力低下

  ロ  組織の活力低下

  ハ  営業力の低下

  ニ　経営幹部の人材不足

ホ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

２  収支内容（生産体制、販売体制等含む）

 (1) 売上面

  イ  販売単価の下落

  ロ  販売数量の減少

  ハ  販売先（ルート）の減少

  ニ  その他（                              ）

 (2) 製造原価面

イ  仕入もしくは外注単価の上昇

  ロ  製造人員の増加

  ハ  給与単価の上昇

  ニ　製造経費の増加

    （具体的に　　　　　　　               ）

ホ  その他（                              ）

(3)  生産面 

イ　内製化もしくは外注化の遅れ

  ロ　納期短縮化への対応の遅れ

  ハ　歩留まりの低下

  ニ　工員の熟練度不足

  ホ　設計・企画力の不足

　ヘ　その他（                              ）

(4)  販売・管理面

イ  人員の（相対的）増加

ロ  給与単価の上昇

ハ  販売費・管理費等経費の（相対的）増加

    （具体的に 　　　　　　                ）

  ニ　その他（      　                      ）

(5)  その他

  イ  支払利息・割引料の増加

  ロ  その他（ 　                           ）

３  財務内容

 (1) 流動資産

  イ  回収期間（手形サイト・売掛期間）の長期化

  ロ　不良債権の発生

  ハ  棚卸資産の増加・劣化（不良を含む。）

  ニ  その他（                           　 ）

 (2) 固定資産

イ  過大な設備投資

  ロ  非事業用資産（不動産・有価証券等）の保有

  ハ  その他(                              )

 (3) 繰延資産

  イ　試験研究費の増加

　ロ  その他（                           　 ）

 (4) 流動負債

  イ  支払期間（手形サイト・買掛期間）の短縮化

  ロ  短期借入金増加(理由  　　　　　　　　　　)

  ハ  その他（                          　  ）

 (5) 固定負債

  イ  長期借入金増加(理由  　　　　　　　　　  )

  ロ  延払手形の増加

  ハ  その他（                             ）

４  その他
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